第１３章１８節を見て下さい。

それ（ブラフマン）は、光るものの光源であり、明暗を超えた存在である。また知識であり知識の対象であり、知識の究極の目的でもあって、個々すべての心臓の中に住んでいる。//18

　サンスクリット語のジョーティ（Jyoti）は「光」という意味です。ウパニシャッドにはアンタハジョーティ（Antah-Jyoti）という言葉が頻繁に登場しますが「内側の光」という意味です。第１３章１８節の「ジョーティシャーム（Jyotisam）アピ（api）タッジョーティス（taj jyotis）」は「光の光」という意味です。「光の源」という意味だけではありません。

　光には外側の光と内側の光の２種類があります。外側の光には、太陽、火、月、星などがあり、その源はブラフマンです。内側の光（アンタルジョーティ）とは意識と知識です。意識の光によって、身体、感覚、心、生命エネルギー、知性が働きます。そしてこの意識はブラフマンの意識です。それが内側の光です。例えばこの部屋が暗い場合、目で見て何かをすることはできません。働きのためには光が必要です。同じように心の中に光がない場合、身体は働きません。目で見ることも、耳で聞くことも、考えることもできません。そして知識の源はアートマンです。もしアートマンの光がなければ、知識もなく、心の働きもありません。例えば目を閉じた場合、外側の光はありませんが内側の光があることによって、考えること、見ること、聞くことができます。ウパニシャッドの考えでは、内側の光があることによって心が働きます。感覚器官が働かなくても、心だけで色々な働きをします。感覚器官としての耳で聞かなくても心の耳で聞くことができます。部屋が暗い場合は目で見えませんが、心が目の仕事をします。心は内側の光があることによって働きます。意識を失った状態では心は働きません。意識がないと光がなく、光がないと心は働きません。意識の源は内側の光であり、その光の源はアートマン（ブラフマン）からきています。厳密に言えば意識を失っても内側の光は無くなったわけではありませんが、心との繋がりは失われます。大事なことは内側の光によって心の感覚が働くということです。
　次に「タマサハ（tamasah）パラム（param）」について説明します。タマサハ（タマス）は「暗黒」という意味ですが、「暗黒」を超越したものとは何でしょうか。ここでの「暗黒」には無知という意味があります。何が正しいかわからない、何が実在で何が非実在かわからない、何が絶対の真理かわからない、このような状態が無知の状態です。ブラフマンはその無知の闇を超越しています。このタマスを超越した状態がタマサハ　パラムです。

　「ギャーナン（Jnanam）、ギェーヤン（jneyam）、ギャーナ・ガンミャン（jnana-gamyam）」のそれぞれの意味は、ギャーナン（ギャーナ）は「知識」、ギェーヤンは「知識の対象」、ギャーナ・ガンミャンは「知識の方法（どのように理解するかの方法）」です。ブラフマンはすべての人の中に、知識の形、知識の対象、知識の方法として存在しています。
　ギャーナン（知識）は２種類あります。１つは世俗的な知識として社会学、経済学、科学などがあり、もう１つは世俗的な知識よりもレベルの高い霊的な知識です。「ヴィッデャ（
vidya）」は「学問」という意味ですが、学問にもパラーヴィッデャ（Para 
vidya）とアパラーヴィッデャ（Apra 
vidya）の２種類があります。アパラーヴィッデャは世俗的な学問で、パラーヴィッデャは一番高いレベルの知識です。例えば実在についての知識、ブラフマンの知識、霊的な知識、それがパラーです。そして第１３章１８節のギャーナンはパラーヴィッデャ（高いレベルの知識）のことをいいます。

　次はギェーヤン（知識の対象）についてです。パラーヴィッデャ（高いレベルの知識）の対象とは、絶対の実在（ブラフマン）のことです。それがギェーヤンであり、一番高いレベルの知識です。知識の対象を理解できた時の結果は何でしょうか。解脱します。束縛から解放されます。至福が得られます。苦しみ、悲しみが消えます。永遠になります。恐れがなくなります。

　ギャーナ・ガンミャン（知識の方法）とは、聖典の勉強、心と身体と感覚を制御して心の清らかさを得ること、神、聖典、師に対する尊敬、自信、そして瞑想と識別などのことです。
　このようにブラフマンは知識、知識の対象、知識の方法として存在しています。ブラフマンがどのように存在しているかについて、第４章２４節にとても有名な説明があります。ラーマクリシュナミッションに限らず多くのアシュラムでは食事の前にこのマントラを唱えます。

供養者としての大実在（ブラフマン）が、供物としてのブラフマンを、火としてのブラフマンの中に注ぎ入れる。こうした意識をもって供養する人は、必ずやブラフマンと一体となる。//24

　このマントラはホーマのイメージを用いて書かれています。ホーマの儀式がありますね。日本語では護摩といいます。ホーマでは火の神様にバターを捧げます。このバターはインドではグルタといいます。グルタはギーと似ていますが別の種類のバターです。英語ではClarified butterといいますが、同じ意味の日本語はないかもしれません。そしてバターを捧げる時には柄杓を使います。これはヒンズー教のホーマの伝統的な方法です。日本ではバターでなく別の捧げもので行いますが、火に捧げることについては同じです。そしてホーマを行う目的も色々あります。例えばお金がたくさん欲しい。名声が欲しい。音楽の才能が欲しい。首相になりたい。天国に行きたい。病気を治したい。様々な目的がありますが、ラーマクリシュナミッションのホーマの目的には世俗的なものは一切無く、ただひとつ、本当の知識、神様に対する愛、放棄、このような霊的な目的だけです。このように色々な目的があり、目的が変わればその結果も変わってきます。この24節では捧げものはブラフマンです。柄杓もブラフマンです。火もブラフマンです。礼拝者もブラフマンです。目的もブラフマンです。そしてその結果もブラフマンです。このようにすべてが神聖になります。世俗的な行為も神聖になります。皆さんには霊的な実践の時間がないという考えがあるかもしれませんがそんなことはありません。どんな仕事でも先程のイメージで行えば神聖になります。サラリーマンの仕事、主婦の仕事、ヨガの先生の仕事、お坊さんの仕事、農夫の仕事、すべてが神聖になります。

　次は食事について考えてみて下さい。私が箸を使って食事をします。食事をする私はブラフマンです。食事に使う箸もブラフマンです。食べ物のごはん、みそ汁、チキン、魚もブラフマンです。食べ物を消化する胃もブラフマンです。我々のすべての仕事、コンピューターもブラフマン、キーボードもブラフマン、マウスもブラフマンです。ブラフマン以外には何もありません。すべてはブラフマンですから、これは世俗的である、これは霊的である、と区別することはできません。非常に論理的な考え方だと思いませんか？
　次はアートマン(Atman)について説明しますが、その前にブラフマンの特徴や本性について、ウパニシャッドから引用しながら以前説明したことを再度まとめます。ブラフマンは、純粋な意識、偏在、永遠、無限、自由、知識、すべてのものの基礎です。そしてブラフマンは自分のマーヤの力で、宇宙を創造、維持、破壊します。ブラフマンは相対的なもの、絶対的なものの両方です。ブラフマンが絶対的な場合は創造も維持も破壊も何もしません。しかし相対的な存在の場合、宇宙を創造、維持、破壊します。

　なぜバカヴァットギーターの中に、アートマンとブラフマンの両方のことが書かれているのでしょうか。ブラフマンは偉大なレベル、マクロなレベルです。しかし我々のレベルはミクロです。小さく個人的なレベルです。我々はブラフマンを悟らなくてはグナを超越できません。悟るためには私とブラフマンの関係について理解することが大切になりますが、そのためにはアートマンについての理解が必要です。アートマンに関する説明が第２章１７節、１８節、２２〜２５節にあります。第２章１７節を見て下さい。

万有にあまねく充満しているもの（＝魂）は、決して傷つきもせず壊されもしない。いかなる者といえども、不滅の魂を破壊することはできないのだ。//17
　アートマンの意味は「魂、内なる自己」です。漢字に語源があるようにサンスクリット語にも必ず語源があります。そしてサンスクリット語はとても論理的な言語です。アートマンは動詞のアート（at）と、接尾辞のムニン(manin)を組み合わせた言葉です。アートの意味は「偏在」です。語源から考えますと、アートマンもブラフマンも意味は「偏在」です。そしてアートマンは２種類の言葉で使い分けます。１つはジーヴァアートマン（Jiva atman）、１つはパラムアートマン（Param atman）です。ジーヴァアートマンは個人的なアートマン、パラムアートマンは偉大なアートマンです。偉大なアートマンとブラフマンは同じです。ブラフマンにもサグーナブラフマン（Saguna Brahman）とニルグーナブラフマン（Nirguna Brahman）の２つ種類があります。サグーナブラフマンは性質のあるブラフマンで、ニルグーナブラフマンは性質のない絶対のブラフマンです。性質のあるブラフマンは世界を創造、維持、破壊します。しかし性質のないブラフマンは何もしません。性質のないニルグーナブラフマンとパラムアートマンは一緒です。大事なことは言葉の源から考えれば、ブラフマンとアートマンは同じであるということです。

　バガヴァッドギーターでは個人的なレベルのアートマンについて説明しています。なぜなら我々は悟るために個人的なレベルで実践を行うので、個人的なレベルのアートマンについて話さないと理解できません。もう１度、第２章１７節を見て下さい。

万有にあまねく充満しているもの（＝魂）は、決して傷つきもせず壊されもしない。いかなる者といえども、不滅の魂を破壊することはできないのだ。//17
　ブラフマンは我々の中に魂の形で住んでいます。それがブラフマンと我々との関係です。ブラフマンは個人的なレベルで、皆さんの中に内なる自己と魂の形で存在しています。これが１つのポイントです。もう１つのポイントは本性が同じであることです。ブラフマンの本性と我々の魂の本性は同じです。ガンジス川の水はとても神聖であるため、多くの人が自分の家にガンジス川の水を容器に入れて運んでおきます。そして儀式や礼拝の時、そのガンジス川の水を使います。ガンジス川の水は小さな容器の中に入っていますが、容器の中に入っているガンジス川の水と実際にガンジス川を流れている水は同じですね。本性は同じです。ガンジス川の水を容器に入れたことによって、清らかさがなくなるものではありません。純粋性はなくなりません。私はインドにいる時には毎朝ガンジス川で沐浴をします。日本にいる時は残念ながらできませんが、インドから日本に来る時には必ずガンジス川の水を持ってきてそれを毎日使います。結果は変わりません。もちろんガンジス川で沐浴できれば一番良いですが、信仰があれば清めることに変わりありません。スワミヴィヴェーカーナンダもアメリカに行く時にはガンジス川の水を持っていきました。

　先程説明したように我々の魂はミクロのレベルですがブラフマンと本性は一緒です。ブラフマンの本性はサット（絶対の存在）、チット（絶対の知識）、アーナンダ（絶対の至福）です。この本性は我々の中のアートマンの本性と同じですから、ブラフマンのことを悟りたいのなら自分の本性を悟ることです。トリグナを超越してブラフマンを悟らなければなりません。そのためにはブラフマンを理解することが大事ですが、ブラフマンは偉大でマクロですからできません。ですからまず自分の本性を理解して下さい。なぜなら同じブラフマンがあなたの中に魂の形で存在しているからです。そして個人的なレベルの魂を理解すれば、トリグナの超越ができます。

　バガヴァッドギーターの中に書かれている個人的なレベルの魂（内なる自己）の印や本性について説明します。個人的なレベルの魂の特徴とブラフマンの特徴は一緒です。第２章１７節にありましたが、魂は永遠ですから破壊できません。身体を破壊することはできますが、身体の中の魂を破壊することはできません。アルジュナは親戚を殺さなければならない戦いが始まるため、とても悲しみ苦しみます。そこでシュリ・クリシュナが説明します。「アルジュナ、悲しまないで下さい。なぜなら親戚の身体はなくなりますけれども、魂は永遠ですからなくなりません。」我々は身体と魂を同一と考えていて識別していません。身体がなくなると魂もなくなると考えているため恐れが生じます。死の恐怖が生じます。しかし私は身体ではないことを悟ることができれば死の恐怖はなくなります。私の本性は身体ではなく内なる自己です。身体がなくなっても、アートマンはなくならない。それが我々にとって大事なことです。色々な恐怖や苦しみ悲しみはどのようにすればなくなるのか。それが皆さんの知りたいことではありませんか。薬を飲んだりパワースポットに行ってみても、多少の結果は出るかも知れませんが真の結果は出ません。真の結果を得るためにはわたしは身体ではなく魂であることを識別できるようになることが大切です。

　第２章１８節を見て下さい。
いかなる物質体もいつかは壊れるが、その中にあると言われる魂は、無限大でしかも不滅なのだ。故にバーラタ王の子孫（アルジュナ）よ！　心置きなく戦うがいい！ //18
　身体には始まり（生）と終わり（死）があります。しかしアートマンには始まりも終わりもありません。次は第２章２０節を見て下さい。この箇所は同じ内容がウパニシャッドにも書かれています。
魂（真我アートマン）は生まれることも死ぬこともなく、かつて現れたこともなく、これから現れることもない。それは、生まれもせず永遠に在り続ける最も古い存在で、たとえ肉体が壊れても、壊されることはない。//20
　すべての生き物には次の６つの状態があります。
1. ジャーヤテ（Jayate）生まれる
2. オスティ（Asti）存在する
3. ヴァーダテ（Vardhate）育つ
4. ヴィパリナマテ（Viparinamte）変化する
5. アポクシヤテ（Apakshiyate）衰える
6. ナッシャティ（Nashyati）無くなる
この６つの状態はすべての生き物に当てはまりますが、アートマンには当てはまりません。アートマンは生まれない、存在しない、育たない、変化しない、衰えない、無くならない。この節に書かれている意味は、アートマンは永遠、無限であるということです。
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